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勾当台公園駅との接続部分の躯体

工事が完了し、8月からは埋め戻し

を進めています。

地上工事完了まで、2台のタワーク

レーンで工事を進めていきます。

【大屋根広場の骨格が見えてきました】

【外壁の設置工事も進めています】

建物が着々と高くなる中、建物低層階

から外壁工事も進めています。

庁舎外壁の多くの部分でECP(押出成形

セメント板)を採用しております。

ECPの特徴は軽量で耐火性、断熱性が高

く多くの建物で採用されている外壁材で

す。

足場に隠れ外からは見えない部分での

施工となっていますが、外壁工事も順調

に進んでいます。

地上10階、11階部分の鉄骨建方が完了し、

8月上旬からは12階、13階部分の鉄骨建方

を開始しています。5～10階では鉄筋・コ

ンクリート工事が進み「床」が出来上

がってきています。

庁舎足元の1階部分では、賑わいの中心

となる大屋根広場に階段が設置され、広

場の骨格が見えてきました。

今後は屋根内部に設置される設備工事

や仕上げ工事を進めていきます。

広場天井の高さは地上から9mと開放的

な空間となっており、完成後は様々なイ

ベントに活用する予定となっています。

鉄骨工事の進捗に合わせて

外部仕上げ工事に使用する

外部足場の組み立てが各面

で進んでいます。

3階～6階では外壁工事も進

めています。


